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　戸建て住宅に対するＰＶ（太陽光発電設備）の設置やゼロエネルギー化は順調に進む一方、ア
パートやマンションなど集合住宅における実施例は限定的となっている。これは、集合住宅の延
べ床面積に対するＰＶの設置可能面積（主に屋根面積）が戸建て住宅に対して小さいこと、各種
省エネルギー設備の設置場所が限られることなどが要因として挙げられる。また、賃貸物件の場
合には施主（オーナー）のインセンティブが小さいと捉えられていることも挙げられる。このよ
うな条件においても一層の普及を図ることは不可避であり、本特集記事では現状を踏まえつつ将
来に向けた展望をまとめる。
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